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Ⅹ. 参考資料 

（資料１） SIA2009「出品募集案内書」 

 

1. 日本パビリオン設置の目的 
パリ国際農業見本市 SIA（Salon International de l'Agriculture）は、60 万人を超えるフランス人消

費者等（バイヤーも含む。）が訪れるヨーロッパでの最大規模の総合的農業見本市であり、マスコミ

等の注目度も高く、日本食・日本食品の普及を図るには最高の環境・機会です。 

多くのフランス人を中心とする来場者に対して、日本食・日本食品、そして日本食文化の総合的

な PR・普及を行い、我が国農林水産物・食品の品質やヘルシーさ等を紹介・宣伝することにより、

日本食品等・日本食文化に関する理解を増進するとともに、日本食ファンの裾野を拡大し、フランス

市場さらにはヨーロッパ市場全体への輸出促進を図ることを目的として、本見本市に日本パビリオ

ンを出展します。 

 

2.  事業実施者 

 日本貿易振興機構（ジェトロ）は、農林水産省の委託を受け、本事業を実施します。 

 

3. 見本市概要 
（1）名称： SIA2009 （パリ国際農業見本市、Salon International de l’Agriculture） 

（フランス各地の農畜産物や、世界の食品が展示され、一般市民の入場が可能な開かれた展示

会で、商品の販売が可能です。約 60 万人が訪問する世界最大級の農業見本市ですので、商

品ＰＲ、フランス人消費者等の嗜好把握の絶好の機会となります。仏食品業界関係者も来場し

ますので、販路拡大のチャンスもあります。） 

（2）会期： 平成２１年２月２１日（土）～３月１日（日）[９日間] 

（3）開場時間： 9：00～19：00 （２月２７日（金）は 23：00 まで） 

（4）会場： ポルト・ド・ベルサイユ見本市会場（フランス パリ） 

（5）主催者： コムエクスポジウム（COMEXPOSIUM）社 

（6）展示面積： 147,990 ㎡（2008 年実績）  

（7）出展者数： 1,017 社・団体 （2008 年実績） 

（8）来場者数： 608,372 人 （2008 年実績） 

（9）メディア露出： 1,480人のジャーナリストが来場。テレビ64時間、ラジオ65時間、2,751の新聞・

雑誌記事。 （2008 年実績） 

（10）ウェブサイト： http://www.salon-agriculture.com/ 

 

4. 募集要項 
（1）参加規模：  「日本パビリオン」    約 60 ㎡ 

＊ 日本食の料理デモンストレーション、レシピの配布、試食・試飲等を行うとともに、食品カテ

ゴリーごとにまとまった商品陳列を行い、アシスタントがフランス語でフランス人消費者等に

対して説明、ＰＲを行います。また、商品の販売が可能です。 
（2）出品内容： 

輸出促進につながる可能性のある食材等を中心に、フランス人消費者等の継続的購入につな

がるような多様な食品を募集します。特に、味噌、茶、のり、干ししいたけなど、農林水産省の設

定する重点品目については積極的な応募を期待しています。 

（3）出品費： 

出品スペースの設営・装飾・運営費については、出品者のご負担は無料です。 

ただし、①出品物の輸出関連経費（梱包費等）、②見本市会場までの通関・輸送費、③出品物

に対する輸入税、④その他公租公課、⑤輸送保険料については出品者にご負担いただきます。 

（4）出品物の輸送方法： 

  出品者の責任にて出品物の輸送を行って下さい。各種手続き等については輸送業者と直接
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行っていただきます。出品物の輸送、通関等が確実に行われるよう、出品者の責任において手配

していただきますようにお願いいたします。 

(5)出品物の販売方法： 

本見本市ではフランス人消費者等に出品物を販売することが可能です。なお、ジェトロでは、会

場にて商品管理等コーディネーターを配置いたしますので、必要に応じご活用願います。ただし、

ジェトロは商品の販売及び販売する商品についての責任は一切負いません。 

なお、商品が売れ残った場合、原則として各出品者の負担で返品又は廃棄処分することになり

ますが、その場合の輸送費、処分経費については事前に商品管理等コーディネーターにご相談く

ださい。 

  (6)出品者にご協力をお願いする事項： 

日本食・日本食品を普及する事業ですので、配布用サンプルなど販促資材、POP、試食・試飲

用の食材・食品の無償提供、SIA会場へのPRスタッフ（仏語）のボランティア派遣などのご協力を

可能な範囲でお願いします。（事前調査票４．及び６．にご記入いただきます。）フランス人消費者

等と接し、その反応を直に確認できることが出品の大きなメリットですので、ご都合のよい時間に

販売・商品ＰＲに是非ご参加ください。 

  (7)日本パビリオンの運営： 

ジェトロが運営します。アシスタントを配置し、日本パビリオンの運営をお手伝いしますので、出

品者が 9 日間会場に常駐する必要はありません。代わりに、上記(6)のようなご協力をいただきま

す。 

日本パビリオン内のデモンストレーションステージを使って商品ＰＲ等を行いたい場合は、場所

をお貸しすることもできます。 

また、茶、日本酒などのまとまりのあるカテゴリーについては、9 日間の会場でのＰＲ活動（又は

複数出品者共同による会場でのＰＲ活動）の調整・取りまとめを担当するご希望・ご提案がありま

したら、そのカテゴリーのスペースを設けて、可能な限りのサポートをさせていただきます。（他社

の商品も公平に扱っていただくことをお願いする場合があります。） 

SIA 会場（世界の食品エリア）で用意される特設ステージを借りることも予定しておりますので、

日本食・日本食品のＰＲ・普及のためのパフォーマンスを行いたい場合は、アレンジ・サポートをさ

せていただきます。 

（事前調査票７．にご記入いただきます。） 

 

5. アンケート等へのご協力 

  出品者の皆様には、会期前後および会期中にジェトロが行うアンケートなどにご協力いただきま

す。 

 

6.応募方法 

   本「出品募集案内書」を必ずご確認・ご了解いただき、「出品申込書・事前調査票」を下記のジェト

ロ担当までに E-Mail、郵送又はＦＡＸでお送りください。 

＊ 応募書類を受領した日から、２営業日以内にジェトロから応募者に受領確認の連絡をいた

します。連絡がない場合は、下記担当までお問い合せください。 

（1）申込締切日   11 月 25 日（火）17 時 必着  

＊ 締め切り後、1 週間程度で選定の上、選定結果を文書にて通知する予定です。 

  (2)出品希望の申込みは、(ア)食品製造業者が現地への流通経路を確保の上申し込む方法、(イ)

食品流通業者が製造業者の意向・同意を踏まえてまとめて申し込む方法、のいずれでも可能で

す。また、団体等がＰＲ・普及のデモンストレーション・パフォーマンスを行うことを申し込むことも

可能です。 

 

7. 出品物の選定 

出品物は、(ア)EU の輸出規制をクリアしていること、(イ)販売のための表示規制対応の準備がで

きていることを条件として、農林水産省との協議の上で決定します。決定に当たっては以下を考慮

し、同点の場合は先着者を優先します。 
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（1）品目として輸出増が期待できるものであること 

（2）我が国農林水産物・食品の品質、ヘルシーさ等を宣伝できるものであること 

（3）「日本」をアピールできるものであること（日本産原料の使用割合） 

（4）応募者からのご協力、ご提案内容 

（5）応募者の生産・供給体制 

（6）応募者の追加発注等への対応・フォローアップ体制 

(7)応募者の経営規模 

 

なお、大幅に申込が上回るなどの場合は、締め切り前でも募集を締め切る場合がありますので

ご了承ください。また、希望どおりに出品が行えない場合があることを予めご了承ください。出品品

目としてふさわしくないと考えられる場合は、ご参加をお断りすることもございます。 

 

8. 注意事項 

（1）本見本市の「出品申込書」の提出後に出品をキャンセルした場合には、農林水産省に通知され、

次回以降の農林水産省が出展する見本市の出展者の選考等において考慮されることとなりま

す。 

（2）「出品募集案内書」に定めのない事項に関しては、ジェトロがその対応を決定するものとし、ま

た、政府の方針等により内容が変更される可能性があることを予めご了承ください。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申し込み・お問い合わせ先： 

    日本貿易振興機構 （ジェトロ） 

      輸出促進・農水産部 農水産課 （担当：萩原） 

      〒107-6006 東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル 6階 

      TEL:03-3582-5546 FAX：03-3582-7378 E-Mail：exc@jetro.go.jp 
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○ SIA2009「出品申込書」 

 
出品申込企業は、「出品募集案内書」をお読みの上、以下の様式（「事前調査票」を含む）に企業情

報、出品希望商品情報等をご記入いただき、日本貿易振興機構（以下、ジェトロ）本部農水産課に提

出してください。 
 

【ジェトロ本部農水産課】 

担当：萩原 

exc@jetro.go.jp 

TEL： ０３－３５８２－５５４６ 

FAX： ０３－３５８２－７３７８ 

 

なお、ご記入いただいたお客様の情報は適切に管理し、本見本市運営のために利用します。 

（お客様の個人情報保護管理者 輸出促進・農水産部 農水産課長： 03-3582-5546） 

 

 ＊必ず正式名称を楷書もしくはタイプにてご記入ください。 

出品者名       

住所 〒      
      

電話番号       FAX番号       

E-MAIL       

ホーム 
ページ       

担当部課       担当者役職・氏名       

資本金       
万円・ ユーロ 従業員数       名 

企業業種 製造 ・ 卸 ・ サービス ・ 小売・ その他（     ） 

主要出品物       

 
記入日：２００８年     月     日 
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事前調査票（SIA2009） 

1．ＳＩＡ２００９への出品目的を教えてください。 

 フランス人消費者の嗜好などの市場調査、情報収集 

 自社ブランドの売り込み、商品ＰＲ 

 日本食文化の普及 

 既存の現地代理店を通じたさらなる販売先の拡大 

 その他（                                       ） 

 

 

2．対象（ターゲット）とする来場者の属性があればお聞かせください。 

（例：中高年、子供、など） 
      

 
3．市場開拓・普及・輸出拡大のための戦略と体制 

1) 市場開拓・普及・輸出拡大のための戦略 
御社の商品の市場開拓・普及・輸出拡大のため、SIA2009を契機に、どのような方策を検討され

ているかご記入ください。期中に商品普及を効果的に行う方法、見本市後のフランスへの輸出拡大

についてなるべく具体的にご記入ください。（図等を使用いただいても結構です。） 

      

 

2）フランスでの御社及び御社商品の強みを教えてください。 
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4.ＳＩＡ２００９の出品希望商品について記入してください。 

 出品を希望する商品について、上から順に優先順位をつけてご記入ください。 

※ 制度上、日本からフランスへの輸出・販売が可能な日本産の農林水産物及び日本製の加工食品・飲料に限

ります。例えば、肉製品（羊腸ケーシングを除く。）は不可、水産物・水産加工品の HACCP認定、茶の残留農

薬などにご留意ください。 

※ 消費者向け商品に限ります。初めての消費者にも簡便に使用できるタイプ（ティーバッグ、インスタントなど）

での提案が望ましいです。 

※ 商品は、飲料を冷やして販売する場合などを除き、訪問客の持ち帰りを念頭に、常温販売を基本とします。 

※ 日本食・日本食品の普及のため、配布用サンプルや POP、試食・試飲用の無償提供等のご協力をお願いし
ます。個別商品でのご協力については備考欄に、全体的なご協力の場合には 6．にご記入ください。 

出品希

望商品 

メーカ

ー 

商品参

照 URL 

（あれ

ば） 

主な原材料 

（産出国割

合） 

製造

国 

1CTN 当たり

商品スペック

（容量、度数

等） 

卸価格/

CTN 

(税抜き)

（ ユ ー

ロ） 

卸価格/

pc(税抜

き) 

（ユー

ロ） 

SIA での 

希望小売 

価格/pc 

（税抜き） 

（ユーロ） 

フランスで

購入でき

る場所・方

法 

備考 

（サンプル・

POP の提

供、試食・試

飲用の無償

提供など）

（例 ）煎

茶（ティ

ー バ ッ

グ） 

○ ○

製茶 

www.xxx

.co.jp 

茶（日本産

○％、△△

産○％） 

日本
(2g×15 ﾊﾞｯ

ｸﾞ)×12 箱 
18.00 1.50 1.80 

○ ○ ス ト

ア 

フランス語

パッケージ

商品。 

オーダー数

の○％を試

飲用に無償

提供。 

（ 例 ） イ

ンスタン

トみそ汁

（生みそ

タイプ） 

△ △

味噌 

www.yyy

.fr 

大豆（日本

産○％、△

△産○％）、

米（日本産

100％） 

△△

国 

(20g×5 食)

×20 袋×4

箱 

120.00 1.50 1.80 
△△ショッ

プ 

サンプル配

布用にバラ

で○○食分

を 無 償 提

供。 
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5．SIA用商品をフランスで発注する際のフランス側の卸業者（コンタクトすべき業者）の名称、連絡先

等の情報を記入してください。（申込者と同一の場合はその旨記入していただければ結構です。） 

・業者の名称：      

・住所：      

・電話番号：      

・ＦＡＸ番号：      

・e-mail：      

・担当者名：      

 なお、ジェトロが配置する商品管理等コーディネーターをご活用いただく場合、上記卸業者に連絡い

たします。 

 
6．日本食・日本食品の普及のためのご協力（会場への PR スタッフ（仏語）のボランティア派遣、配

布用サンプルや POP、試食・試飲用の無償提供等）について 

 個別商品でのご協力については 4．の備考欄にご記入いただきましたが、全体的なご協力の場合は、

以下にご記入ください。 

      

 
7．日本食・日本食品のＰＲ・普及のため、①日本パビリオン内のデモンストレーションステージの使

用、②まとまりのあるカテゴリーでのＰＲ活動のご担当、③SIA 会場（世界の食品エリア）の特設ス

テージでのパフォーマンス、などのご希望がありましたら、以下にご記入ください。 

      

 
8．本見本市への出品募集について、何で知りましたか。 

 ウェブサイト  ジェトロからの案内   会員向けファックス 

 その他 （     ） 

 

9．今回の出品に関して、ジェトロに特に期待することについてご自由にご記入ください。 

      

 

以上 
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（資料 2） プレス、バイヤー向け招待状（和文） 

 
 
プレス関係者の皆様へ 2009 年 2 月 

 

 

 

パリ国際農業見本市（SIA2009）日本パビリオン出展のご案内 

 

50 年前にパリに初めての日本食レストランがオープンして以来、日本食はフランス人消費

者を魅了し続けてきました。特に近年は健康志向の高まりを背景に日本食レストランが急激

に増加し、フランス中で 1000 軒を超えると言われています。寿司レストランが多く見られま

すが、懐石料理、てんぷら、焼鳥、うなぎ、鉄板焼き、そば・うどんのような伝統的なもの

から、ラーメン、焼きそば、カレーのようなカジュアルなものまで、幅広い日本食が紹介さ

れています。 
 

2 月 21 日から開催される、パリ国際農業見本市（SIA2009）への日本パビリオン出展事業

（農林水産省主催。ジェトロパリセンター運営。）は今回で 3回目になります。日本食・食文

化への理解を深めていただき、日本食ファンの裾野を広げることを目的としており、まだ日

本食を知らない人にも、既に日本食を知っている人にも、日本食・食文化に関して新しい発

見をしていただける場となっています。 

 

 日本パビリオンでは、毎日料理デモンストレーションを行い、二人の料理人が家庭で簡単に作れ

る日本食レシピを紹介します。また、茶、味噌、酒、米、海苔、わさびなど、世界中で注目を集めてい

る健康でバランスのとれた日本食の基本食材を一挙に紹介します。 

 

特に、本年は、初めての取り組みとして、2月 24 日（火）を「ジャパン・デー」としてお

ります。世界の食品エリア（Hall 3）の特設ステージにて、蕎麦打ち、寿司作りの技術や茶

のお手前のプレゼンテーション、さらには日本酒についてのレクチャーなど、日本を代表す

る料理にまつわる様々な催し物を一日中お楽しみいただけます。 

 

 是非、SIA2009 の日本パビリオンにお越しいただき、日本食・食品のおいしさや品質の高

さをご確認いただくとともに、フランス人消費者の日本食への関心の高さについて取材をし

ていただければ幸いに存じます。 

 

ジェトロパリセンター所長 

樋口 勉 
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（資料 3） 日本パビリオン出展、ジャパン・デーの案内ビラ （A5 サイズ、両面） 
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（資料 4） 料理デモンストレーションのレシピカード （ハガキサイズ、両面、６種）  

＜寿司いろいろ＞＜肉じゃが＞ 
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＜五目炊き込みご飯＞＜焼うどん＞ 
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＜抹茶ティラミス＞＜和風トリュフ＞ 
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（資料 5） 軽食コーナーのレシピカード 

＜おにぎり＞＜みそ汁＞ 
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＜うどん・そば＞＜お好み焼き＞ 
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（資料 6） デモンストレーションのスケジュール 
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（資料 7） ジャパン・デーの紹介ビラ 
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（資料 8） 事前広報・報道状況 

・ 2009.1.19 「L’Hotellerie Restauration」 （ホテル・レストラン等外食産業に関する専門誌） 

 

プレス関係者に送付した案内状その他情報を受け取った同誌の記者が、日本パビリオン

の出展やジャパン・デーのことを紹介記事にしていただけたもの。 
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・  2009.1.30 「JIPANGO」 （日本に関連する情報を紹介するメールサービス） 

日本パビリオン出展、ジャパン・デー開催の情報を掲載していただいた。 

 

Salon international de l'agriculture 

Pavillon Japonais Hall 3 - M10 

La cuisine japonaise : SAINE & FACILE 

 
du samedi 21 février au dimanche 1er mars 2009 

9h/19h (Nuit de l'Agriculture : vendredi 27 fév. jusqu'à 23h) 
Paris Porte de Versailles 

JAPAN DAY : Mardi 24 février 
 

15 invitations pour l'entrée au salon 

Merci de répondre avec votre adresse postale, nom et numéro du téléphone 
à l'adresse jipangoinvit@gmail.com 

 

Les 15 premières personnes recevront une invitation pour l'entrée au salon. 
Si vous ne recevez pas de réponse, merci de comprendre que la chance est déjà prise. 
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・ 2009.2.15 「OVNI-No.648」 （フランスで発行される日本関係情報誌）に掲載した広告 

 

 
 

＜プレス・メディアでの掲載＞ 

 

・2009.2.25 NHK 「仏農業見本市で日本食楽しむ」 （「おはよう日本」での放送） 

・2009.2.28 朝日放送 「パリで巨大農業見本市 日本酒・寿司も人気」 

・2009.3.１ 日本農業新聞 「うっとり和食文化～実演に感嘆・試飲で驚き」  

・2009.3.7 読売新聞 「本物の味 分かってきた」  

 

 

 

 

 

 



 0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20年度日本食・日本食材等海外発信委託事業 

（日本食材等・日本食文化発信事業及び品目別等広報活動） 

 パリ国際農業見本市 SIA2009における日本食材等・日本食文化 PR イベントの開催  
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